
広
報
富
士
河
口
湖

　
１４

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
富
士
河
口
湖
町
の
文
学
碑
に
つ
い
て
（
二
）

　
前
号
に
引
き
続
き
、
今
回
は
河
口
湖
の
南
岸
を
逍
遙
し
て
み
ま
す
。

　
河
口
湖
大
橋
の
旧
梨
宮
公
園
内
の
一
角

に
、
旧
河
口
村
生
ま
れ
の
日
本
画
家
・
俳

人
の
渥
美
芙
峰
の
、
「
諦
め
て
は
い
け
な

い
　
い
け
な
い
　
天
行
は
健
な
り
ぞ
」
の

碑
が
あ
り
ま
す
。
東
京
高
商
在
学
中
、

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
句
会
に
参
加
し
、
高
浜

虚
子
・
飯
田
蛇
笏
ら
と
出
会
い
ま
す
。
従

来
の
俳
句
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
短
詩
」

と
い
う
独
自
の
概
念
を
打
ち
出
し
、
絵
画

に
お
い
て
も
「
芙
峰
流
」
と
呼
ば
れ
る
技

法
で
個
性
を
発
揮
し
ま
し
た
。
故
郷
の
富

士
を
モ
チ
ー
フ
に
多
く
の
名
画
を
描
き
、

碑
の
表
現
は
、
同
人
雑
誌
に
好
ん
で
載
せ

て
い
た
一
節
で
す
。

　
河
口
湖
畔
の
勝
山
に
は
、
田
中
冬
二
の
、

『
葡
萄
の
女
』
の
中
の
詩
、

　
　
朝
の
食
卓
に
近
い
窓
い
つ
ぱ
い
に
富
士

　
　
目
近
く
見
る
富
士
は
意
外
に
小
さ
い

　
　
ス
ー
プ
に
浮
か
ん
だ
そ
の
富
士
を

　
　
ス
プ
ー
ン
に
掬
ふ

　
が
、
富
士
山
型
の
台
座
に
載
る
石
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
第
一
詩
集
『
青
い
夜
道
』
に
は
、

「
河
口
村
」
「
本
栖
村
」
等
の
詩
が
あ
り
ま
す
。

　
湖
畔
の
遊
歩
道
を
進
み
、
寄
ヶ
崎
ま
で
く

る
と
、
谷
崎
潤
一
郎
文
学
碑
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
17
年
9
月
、
河
口
湖
畔
の
富
士
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
に
松
子
夫
人
と
滞
在
、
そ
の
時
の
状

況
を
後
に
『
細
雪
』
下
巻
の
中
に
描
写
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
節
が
谷
崎
直
筆
に
て
、
碑

の
前
面
の
み
御
影
石
を
磨
き
刻
ま
れ
、
平
成

八
年
五
月
に
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
法
華
宗
の
古
刹
、
小
立
妙
法
寺
境
内

に
は
、
大
村
主
計
の
「
花
か
げ
」
の
詩

碑
が
あ
り
ま
す
。
西
条
八
十
に
師
事
し
、

童
謡
作
詞
者
と
し
て
地
歩
を
固
め
ま
し

た
。
碑
陰
に
、
「
唯
一
の
教
師
生
活
を

さ
れ
た
、
そ
の
当
時
の
教
え
子
達
が
慕

う
心
情
を
こ
め
て
建
て
た
も
の
で
あ
る
。」

と
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
境
内
に
、

　
　
富
士
を
背
に
　
み
ど
り
し
た
た
る

　
　
　
妙
法
寺
　
次
郎

　
昭
和
51
年
5
月
、
新
田
次
郎
が
同
寺

を
取
材
、
そ
の
際
に
揮
毫
し
た
句
を
、63
年
6
月
に
建
碑
、
除
幕
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
36
年
、
福
島
県
生
ま
れ
の
詩
人
。
日
本
の
代
表
的
詩
誌
『
歴
程
』
が
今
年
、

創
刊
70
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
創
刊
者
で
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
草
野
心

平
は
、
こ
の
地
に
ゆ
か
り
の
詩
人
で
も
あ
り
ま
す
。「
カ
エ
ル
の
詩
人
」
と
し
て

あ
ま
り
に
有
名
で
す
が
、
昭
和
15
年
2
月
、「
日
本
詩
壇
」
に
詩
「
富
士
」
を
発
表

○
渥
美
芙
峰
碑

○
田
中
冬
二
詩
碑
・

　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎
文
学
碑

○
大
村
主
計
詩
碑
・
新
田
次
郎
句
碑

○
草
野
心
平
に
つ
い
て
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１５

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　　　
八
町
屋
区
福
祉
推
進
会
（
渡
辺
一
奉
会

長
）
で
は
、
６
月
26
日
（
日
）
に
、
八
町
屋

区
公
民
館
に
お
い
て
「
ヨ
モ
ギ
ま
ん
じ
ゅ

う
作
り
体
験
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
も
５
年
目
を
迎
え
、
今
回
は
、

総
勢
100
名
が
参
加
。
区
、
育
成
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
小
学
生

が
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
指
導
を
仰
ぎ
、

「
ヨ
モ
ギ
ま
ん
じ
ゅ
う
」
と
「
お
す
い
と

ん
」
を
作
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
小

立
食
生
活
改

善
推
進
員
会

の
指
導
で
、

「
富
士
山
体

操
」
を
行
っ

た
り
、
読
み

聞
か
せ
を
し

た
り
、
ご
馳

走
に
舌
鼓
し
、

ふ
れ
あ
い
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
有
意
義
な

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
八
町
屋
区
で
は
、
今
後
も
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
ん
に
ち
は
」
の
声
か
け
運
動

の
推
進
や
、
八
町
屋
公
民
館
祭
り
へ
高
齢
者

を
誘
う
な
ど
、
区
民
全
体
で
、
共
に
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
山
梨
県
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
児
童
・

生
徒
の
福
祉
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
理
解
を

高
め
る
よ
う
に
と
、
県
内
小
・
中
学
校

及
び
高
校
を
対
象
に
、
昭
和
62
年
よ
り
毎
年
、

事
業
を
希
望
す
る
学
校
を
募
り
、
今
年
度

は
、
新
た
に
36
校
を
指
定
し
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学

校
が
初
め
て
指
定
を
受
け
、
現
在
活
動
推

進
中
の
、
船
津
小
学
校
、
大
嵐
小
学
校
を

含
め
、
３
校
が
指
定
校
と
し
て
、
こ
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
（
県
下
78
校

指
定
）

　
な
お
、
町
内
に
お
け
る
小
・
中
学
校
及

び
高
校
の
指
定
状
況
は
、
次
の
通
り
で
す
。

（
Ｓ
62
～
Ｈ
１
）
船
津
小
学
校

（
Ｈ
１
～
Ｈ
３
）
河
口
湖
北
中
学
校

（
Ｈ
８
～
Ｈ
10
）
小
立
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
河
口
小
学
校

（
Ｈ
10
～
Ｈ
12
）
大
石
小
学
校

 
 
 
 
 
 
 

河
口
湖
南
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
勝
山
中
学
校

（
Ｈ
11
～
Ｈ
13
）
勝
山
小
学
校

（
Ｈ
13
～
Ｈ
15
）
西
浜
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
高
等
学
校

（
Ｈ
14
～
Ｈ
16
）
河
口
湖
北
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
２
回
目
〕

八
町
屋
区

『
ヨ
モ
ギ
饅
頭
作
り
体
験
教
室
』
で

　
　
　
子
供
と
お
年
寄
り
の
交
流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
　
普
及
協
力
校
と
し
て

　
　
　
　
　
　
３
校
が
取
り
組
む

（
Ｈ
17
～
19
）
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校

（
Ｈ
16
～
18
）
船
津
小
学
校

（
Ｈ
15
～
17
）
大
嵐
小
学
校

いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径町の文化財紹介

し
た
の
を
皮
切
り
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

富
士
を
う
た
い
、
書
や
絵
画
に
も
描
い
て

い
ま
す
。
こ
よ
な
く
富
士
を
愛
し
、
富
士

を
見
た
く
な
る
と
河
口
湖
へ
、
さ
ら
に
小

立
「
司
食
堂
」
の
川
野
勇
司
さ
ん
を
訪
問

さ
れ
、
心
温
ま
る
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
川
野
さ
ん
宅
に
は
、
貴
重
な
書
簡
、
書

籍
、
色
紙
等
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
町
内
に
は
、
他
に
も
た
く
さ
ん
の
、

た
と
え
ば
、
天
上
山
の
巌
谷
小
波
の
句

碑
、
太
宰
の
「
カ
チ
カ
チ
山
」
の
文
学
碑
、

御
坂
峠
に
も
、「
富
士
に
は
　
月
見
草
が
　
よ
く
似
合
ふ
」
の
文
学
碑
も
あ
り
ま

す
。
今
年
の
6
月
19
日
の
桜
桃
忌
も
、
ゆ
か
り
の
天
下
茶
屋
で
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
富
士
北
麓
の
地
は
、
歴
史
的
に
も
、
多
く
の
文
学
者
、
文
人
墨
客

に
、
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
こ
に
し
て
　
友
よ
　
見
よ
　
見
て
　
思
へ
　
山
は
地
の
　
天
上
め
ざ
す

　
　
あ
こ
が
れ
よ

　
こ
の
「
山
」（
『
人
間
の
歌
』
昭
和
22
年
）
は
、
第
一
書
房
社
主
の
長
谷
川
巳
之
吉

に
向
け
て
堀
口
大
學
が
書
い
た
詩
で
、〈
18
年
夏
、
河
口
湖
畔
に
て
〉
と
付
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
學
は
、
昭
和
10
年
か
ら
18
年
ま
で
の
毎
夏
、
河
口
湖
畔
に
避
暑

で
滞
在
し
、
こ
れ
が
機
縁
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
富
士
を
う
た
い
つ
づ
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
富
士
桜
高
原
に
山
荘
を
構
え
た
、
武
田
泰
淳
・
百
合
子
夫
妻
、
大
岡
昇
平
等
の

足
跡
を
訪
ね
た
り
、
今
回
は
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
西
湖
方
面
の
文
学
・
歴
史
の

地
を
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
散
策
を
し
て
み
る
こ
と
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
文
化
財
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
石
川
　
正
　
文
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１６

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

　
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
白
壁
三
代
子
会
長
）

で
は
、
６
月
24
日
に
平
成
17
年
度
の
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
「
富
士
河
口
湖
町
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
」
は
、
合
併
前
の
旧
町
村
の
地
域
ご
と
に
活

動
し
て
い
た
女
性
グ
ル
ー
プ
が
連
携
と
連
帯
を
も

と
に
お
互
い
に
高
め
あ
い
、
地
域
づ
く
り
へ
参
画

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
昨
年
６
月
に
誕
生

し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
１
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
と
学
習
が
行

わ
れ
、
総
会
で
は
、
来
賓
の
町
長
さ
ん
、
町
議
会

議
長
さ
ん
の
お
祝
辞
や
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
い
た

だ
き
、
発
足
し
て
１
年
目
の
事
業
、
決
算
報
告
や

次
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
２
部

で
は
、
男

女
共
同
参

画
社
会
に

つ
い
て「
女

子
差
別
撤

廃
条
約
」

を
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス

で
紹
介
す

る
場
面
や
、

「
心
ひ
ら

い
て
み
ん

な
で
ト
ー
ク
」
と
題
し
て
舞
台
の
発
表
者
と
会
場

の
参
加
者
が
一
緒
に
町
村
合
併
し
て
地
域
が
ど
う

変
わ
っ
た
か
話
し
合
い
ま
し
た
。

●
新
し
い
町
の
施
設
を
見
学
し
た
り
、
女
性
の
視

　
点
で
あ
ら
た
め
て
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
づ
く

　
り
に
参
画
し
て
い
こ
う
。

●
団
体
間
の
交
流
を
深
め
、
お
互
い
を
高
め
あ
い

楽
し
く
集
え

る
会
に
し
よ

う
。

●
も
っ
と
も

っ
と
女
性
の

交
流
の
輪
を

広
げ
て
新
し

い
仲
間
づ
く

り
を
す
す
め

よ
う
。

　
女
連
協
加
入
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

★
詳
し
い
こ
と
は
、
事
務
局
（
72-

6
0
5
3
）

　
教
育
委
員
会
ま
で

心
ひ
ら
い
て
み
ん
な
で
ト
ー
ク

心
ひ
ら
い
て
み
ん
な
で
ト
ー
ク

心
ひ
ら
い
て
み
ん
な
で
ト
ー
ク

町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
総
会

町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
総
会

「女子差別撤廃条約」をやさしく伝えます

心ひらいてみんなでトーク
各地域からの意見がでました

＝
提
案
さ
れ
た
意
見
を
ま
と
め
る
と
…
＝

一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

　
私
は
長
い
年
月
男
性
社
会
で
働
い
て
き
ま

し
た
。
家
庭
を
持
ち
、
子
ど
も
を
持
っ
た
頃
は

ま
だ
職
業
婦
人
の
少
な
い
時
代
で
し
た
が
、
心

強
い
協
力
者
に
恵
ま
れ
仕
事
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
は
、
大
変
な
こ
と
で
し
た
が
、
古
き
良

き
時
代
で
し
て
、
大
人
の
男
性
の
多
い
職
場
の

中
で
結
構
自
由
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
時
代
も
移
り
変
わ
り
若
い
男
性
女
性
職
員

も
増
え
、
職
場
の
環
境
も
変
わ
り
ま
し
た
が
、

男
性
社
会
の
中
で
多
少
の
差
は
あ
っ
た
も
の

の
、
仕
事
は
男
性
と
ほ
ぼ
対
等
に
任
せ
て
も
ら

い
楽
し
い
職
場
生
活
で
し
た
。

　
昨
年
度
末
定
年
退
職
し
、
専
業
主
婦
と
な

り
、
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
の
命
を
受
け

2
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
職
場
で
も
家
庭
で

も
思
い
切
り
女
性
を
し
て
い
た
私
は
、
推
進
委

員
と
し
て
自
分
自
身
の
意
識
改
革
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
私
で
す
が
、
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
老
若
男

女
が
思
い
や
り
を
持
っ
て
共
生
で
き
る
地
域
社

会
づ
く
り
が
出
来
る
よ
う
、
推
進
活
動
に
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
　
　
渡
辺 

幸
子

リ
レ
ー
こ
ら
む

7月の女性なんでも相談日
(第2・第4水曜日)

7月13日(水)・7月27日(水)

毎月第2・第4水曜日

13:30～15:30

町中央公民館第2会議室

相談は予約制 (無料) です。

つぎの電話番号で受付けます。
℡ 72-6053

相談時間

会  場
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

毎週月曜日・臨時休館 (9日)・館内整理日 (29日)

火曜日 分館読み聞かせ会 16:30～

木曜日 午後３時～６時

午後３時～６時

7・14・21・28日

5・12・19・26日

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

休館日

開館日

●本館の2005年7月の予定●

日本語 英　語

●本館読み聞かせ会の予定●

●大石・河口分館2005年7月の予定●

12日(火) 10:30～26日(火) 10:30～

★新着図書案内★新着図書案内 ★新着CD案内★新着CD案内

12・26日火大石 　12日火河口

▼夏の吐息A sing in summer/小池真理子

　　　▼六０００度の愛／鹿島田　真希

       ▼ソウルで逢えたら／松岡　圭祐

　▼座礁　巨大銀行が震えた日／江上　剛

　　　▼すきまのおともだち／江國　香織

　　　　　▼おとうさんはウルトラマン　

　　　　　　　おとうさんの育児書／宮西　達也

　

　▼海に沈む太陽／梁石日

　　　▼福祉の仕事＆資格オールガイド2006

　　　　　▼恐竜スーのおくりもの／松園直美

▼富士・不二・不死

　　▼山田太朗と申します／玄月

　　　　▼シリウスの道／藤原　伊織

　７月より、生涯学習館・子ども未来創造館の建設が始まります。

この間、工事車両等の通行により、中央公民館の駐車スペースが手狭

となります。

利用者の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をよろし

くお願いいたします。

は館内電気点検で停電の為、

臨時休館いたします。

利用者の皆様には大変ご迷

惑おかけ致しますが、ご協力

お願いいたします。

▽傑作選2001～2005／森山　直太朗

　　　▽ゼロへの調和／アンダーグラフ

　　　　　▽そうかな／小田　和正

　▽Home1997～2000／ゆず

　　　▽Going2001～2005／ゆず

　　　　　▽ユメ／Ryu

 ▽MONSTER DRIVE／布袋　寅泰

　　　▽Happiness／大黒　摩季

　　　　　▽風韻／小椋　佳

　▽made in france／クレモンティーヌ

　　　▽ネヴァ－・ゴーン／バックストリート・ボーイズ

　　　　　▽月影／工藤　静香

英語読み聞かせボランティア「ブラウンベアー」の
ホームページが開設されました。

英語読み聞かせボランティア「ブラウンベアー」の
ホームページが開設されました。

http://brownbear reading books.hp.infoseek.co.jp

こちらです。　　　ぜひご覧になって下さい。

☆利用者の皆様へ、お願い。

臨時休館の
お知らせ。

７月９日（土曜日）７月９日（土曜日）
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国
勢
調
査
　
統
計
調
査
員
募
集
！

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
の
標
語
募
集
！

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
「
放
送
大
学
」

各
種
講
座
・
教
室

第
１
回
富
士
河
口
湖
町
健
康
麻
雀
大
会

募

集

参
加
者
募
集

■
採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
　
消
防
吏
員
２
名

■
受
験
資
格
　
年
齢
・
身
体
・
住
所
要
件
等
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
詳
細
は
消
防
本
部
へ
問
合
せ
て
下
さ
い
。

■
受
験
手
続

　
　
山
梨
県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
申
込
書
に
て
申

　
し
込
ん
で
下
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
裏
に 

「
町

　
村
職
受
験
」
と
朱
書
き
し
書
留
郵
便
に
し
、
「
受
験

　
票
」
に
は
宛
先
を
明
記
し
、
50
円
切
手
を
貼
っ
て
　

　
下
さ
い
。
ま
た
、
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
所

　
定
の
診
断
書
を
１
通
添
え
て
下
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
　
７
月
20
日
（
水
）
か
ら
８
月
３
日
（
水
）
ま
で

　
　
（
土
日
祝
祭
日
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
）

　
　
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
３
日
消
印
あ
る
も
の
ま
で

■
第
一
次
試
験
　
９
月
４
日
（
日
）
山
梨
学
院
大
学

　
　
（
二
次
試
験
は
10
月
上
旬
予
定
）

●
申
込
み
・
問
合
先
　

　
富
士
吉
田
市
下
吉
田
１
８
９
６
番
地

　
富
士
五
湖
消
防
本
部
管
理
課
　
℡
　
22
‐
４
４
２
８

　　
10
月
１
日
を
基
準
日
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

９
月
中
旬
～
10
月
中
旬
に
調
査
員
と
し
て
従
事
で
き
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
で
、
調
査
で
知
り
得
た
こ
と

　
の
秘
密
が
保
持
で
き
る
方
。
警
察
・
税
務
事
務
・
選

　
挙
に
従
事
し
て
い
な
い
方

■
業
務
内
容
　
事
務
説
明
会
へ
の
出
席
、
調
査
票
の
配

　
布
・
回
収
な
ど

■
報
　
　
酬
　
平
均
４
５
０
０
０
円
程
度

　
　 

(

担
当
す
る
世
帯
数
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

●
申
込
・
問
合
せ
　
町
企
画
課
　
統
計
調
査
担
当

　
電
話
か
来
庁
に
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72-

6
0
2
3

　
領
土
問
題
を
身
近
な
問
題
と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
広
く
皆
様
か
ら
北
方
領
土
に
関
す
る
標
語
を

募
集
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
要
領
　
は
が
き
１
枚
に
１
作
品
（
住
所
・
氏
名

　
・
性
別
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
募
集

■
条
　
件
　
入
選
作
品
に
つ
い
て
は
、
氏
名
・
居
住
地

　
の
都
道
府
県
市
町
村
名
を
公
表
で
き
る
こ
と
。

■
募
集
期
間
　
４
月
１
日
～
９
月
30
日
（
消
印
有
効
）

■
送
り
先
　
千
代
田
区
紀
尾
井
町
7-

1
上
智
紀
尾
井
坂
ビ

ル
　
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
03-

3
2
6
3-

7
6
9
1

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
お
よ
そ
3
0
0
科
目
あ
る

授
業
か
ら
、
１
科
目
だ
け
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
平
成
17
年
度
第
2
学
期
（
10
月
入
学
）
教
養

学
部
生
お
よ
び
大
学
院
生
を
募
集
中
！

○
入
学
資
格

　
教
養
学
部
は
十
五
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
無
試
験
で

入
学
で
き
ま
す
。

　
大
学
院
の
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生
は
十
八
歳
以

上
な
ら
ば
誰
で
も
無
試
験
で
入
学
で
き
ま
す
。

○
出
願
受
付
期
間

　
６
月
15
日
（
水
）
～
８
月
31
日
（
水
）
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
5
1-

2
2
3
8

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　
　
　
　
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
u
-
a
i
r
.
a
c
.
j
p
/

か
け
な
い
、す
わ
な
い
、の
ま
な
い
　
３
な
い
マ
ー
ジ
ャ
ン

■
日
　
時
　
７
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館
地
下
和
室

■
参
加
者
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
で
き
る
方
（
小
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　
老
若
男
女
国
籍
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

■
競
　
技
　
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
（
勝
抜
き
・
特
点
順
位
）

■
参
加
費
　
３
０
０
円
（
小
中
学
生
無
料
）

■
賞
　
品
　
参
加
賞
他

■
締
切
り
　
７
月
14
日
（
木
）
午
後
５
時

■
定
　
員
　
40
～
50
名
に
な
り
次
第
締
切
り

■
連
絡
先
　
渡
辺
（
℡
　
72-

3
0
7
5
）
、

　
　
　
　
　
法
村
（
℡
　
73-

0
2
0
2
）

■
主
　
催
　
雀
健
ク
ラ
ブ

※
湯
茶
弁
当
類
は
各
自
持
参
し
、
持
ち
帰
り
願
い
ま
す

　
健
康
麻
雀
は
、
７
月
中
毎
週
土
曜
日
（
２
・
16
・
23
日
）

午
後
１
時
～
４
時
、
中
央
公
民
館
地
下
和
室
で
開
催
中

お
出
か
け
下
さ
い
。

　
富
士
山
五
合
目
で
１
泊
し
、
翌
日
に
標
高
約

3
0
0
0
ｍ
の
山
小
屋
ま
で
登
山
し
ま
す
。
山
小
屋
で

物
資
の
運
搬
や
宿
泊
業
務
、
食
事
な
ど
の
山
小
屋
業
務

を
実
体
験
し
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
お
友
達
と
協

力
し
な
が
ら
、
日
本
一
高
い
場
所
で
の
キ
ャ
ン
プ
！ 

■
日
　
時
　
７
月
29
日
（
金
）
～
31
日
（
日
）

■
対
　
象
　
全
国
の
小
学
生
男
女
　
15
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
）

■
参
加
費
　
￥
２
２
０
０
０
（
２
泊
５
食
、
保
険
代
）

■
問
合
せ
　
富
士
山
登
山
学
校
ご
う
り
き

　
　
　
　
　
℡ 

24-

1
0
3
2 

 

　
　
　
　
　

E
-
m
a
i
l
i
n
f
o
@
f
u
j
i
t
o
z
a
n
.
j
p

　
　
　
　
　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
f
u
j
i
t
o
z
a
n
.
j
p

２
級
建
築
士
製
図
科
受
講
準
備
講
座

■
日
　
時
　
８
月
上
旬
予
定
（
10
日
間
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
校

■
受
講
料
　
会
　
員
　
1
0
0
0
0
円
　

平
成
17
年
度
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
職
員
募
集
！

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業

「M
t
.
F
u
j
i
 

山
小
屋
キ
ャ
ン
プ
２
０
０
５
」
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富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
＝
町
民
特
別
割
引
＝

精
神
科
医
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

夏
の
愛
ひ
と
み
相
談
会

夏
休
み
子
ど
も
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
相
談
会

毎
月
勤
労
統
計
調
査
　
特
別
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

そ

の

他

　
　
　
　
　
会
員
外
　
1
2
0
0
0
円

　
　
　
　
　
テ
キ
ス
ト
代
別
途

■
締
切
り
　
７
月
20
日
（
水
）

●
問
合
せ
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
　

　
　
　
　
　
℡
　
22-

5
2
1
4

職
業
訓
練
指
導
員
（
48
時
間
）
講
習

■
日
　
時
　
10
月
上
旬
予
定
（
6
日
間
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
校

■
受
講
料
　
会
　
員
　
1
2
5
0
0
円
　
　

　
　
　
　
　
会
員
外
　
1
3
5
5
0
円

　
　
　
　
　
テ
キ
ス
ト
料
　
3
3
0
0
円

■
締
切
り
　
７
月
28
日
（
木
）

●
問
合
せ
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
　

　
　
　
　
　
℡
　
22-

5
2
1
4

エ
ク
セ
ル
応
用
（
１
回
目
）

■
日
　
時
　
９
月
５
・
６
・
８
・
９
・
12
・
13
日

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
50
分
（
６
日
間
）

■
定
　
員
　
20
名
（
先
着
順
）

■
対
象
者
　
基
礎
知
識
を
習
得
し
て
い
る
方

■
受
講
料
　
2
1
0
0
円

●
問
合
せ
　
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
ｔ
ｅ
ｌ
　
0
5
5
4-

43-

8
9
1
1

　
　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
0
5
5
4-

43-

8
9
1
2

■
講
　
師
　
石
野
裕
子
さ
ん

■
日
　
時
　
７
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
半

■
内
　
容
　
・
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び(

わ
ら
べ
歌)

　
　
　
　
　
・
絵
本
で
ほ
っ
こ
り
タ
イ
ム

　
　
　
　
　
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
っ
て
大
事
だ
よ
～

■
定
　
員
　
２
才
～
３
才
の
子
ど
も
と
親
20
組

■
参
加
費
　
無
料

●
問
合
せ
先
　
富
士
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
ｔ
ｅ
ｌ
・
ｆ
ａ
ｘ
　
72-

5
6
8
8

　
夏
休
み
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
期
間
限
定
で
お
得
な

料
金
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。 

■
期
　
　
間
　
７
月
16
日
（
土
）
～
７
月
31
日
（
月
） 

 

■
利
用
方
法
　
当
日
入
園
窓
口
で
待
ち
在
住
を
証
明
で

　
　
　
　
　
　
き
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
設
定
料
金
　

　
入

園

料

金
　
大
　
人 

通
常
1
2
0
0
円
↓
　
5
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
中
　
人 

通
常
1
2
0
0
円
↓
　
5
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
こ
ど
も 

通
常
　
6
0
0
円
↓
　
3
0
0
円

　
フ
リ
ー
パ
ス
　
大
　
人 

通
常
4
5
0
0
円
↓
2
2
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
中
　
人 

通
常
4
0
0
0
円
↓
2
2
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
こ
ど
も 

通
常
3
3
0
0
円
↓
2
2
0
0
円

 

こ
の
調
査
は
厚
生
労
働
省
と
山
梨
県
に
よ
り
、
７
月

31
日
を
調
査
期
日
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
常
用
労
働

者
が
１
～
４
人
の
事
業
所
の
賃
金
・
労
働
時
間
・
雇
用

の
実
態
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

　
勝
山
地
区
の
調
査
対
象
事
業
所
に
は
、
調
査
員
が
８

月
上
旬
か
ら
順
次
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
７
月
31
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館

■
予
約
・
問
合
先
　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
５
３
‐
６
９
０
０

■
主
　
催
　
山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

■
日
　
時
　
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
　
所
　
吉
田
保
健
所
（
場
合
に
よ
り
家
庭
訪
問
も

　
　
　
　
　
で
き
ま
す
）

■
内
　
容
　

　
①
児
童
・
思
春
期
か
ら
成
人
、
高
齢
者
に
至
る
各
年

　
　
代
の
心
の
健
康
に
関
す
る
こ
と

　
②
精
神
的
な
病
気
の
医
療
や
福
祉
に
関
す
る
相
談
及

　
　
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
社
会
参
加
に
関
す
る

　
　
こ
と

　
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ

　
　
ス
に
関
す
る
こ
と

■
相
談
ス
タ
ッ
フ
　
精
神
科
医
師
、
精
神
保
健
福
祉
相
談
員

●
予
約
先
　
吉
田
保
健
所
地
域
保
健
課
　

　
　
　
　
　
℡
24
‐
９
０
３
５

※
費
用
は
無
料
で
す
。
保
健
所
職
員
に
よ
る
精
神
保
健

　
福
祉
相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ま
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
目
の
障
害
等
に
関
す
る

悩
み
や
指
導
法
な
ど
、様
々
な
相
談
を
お
聞
き
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
７
月
18
日(

月
）
都
留
市
ふ
る
さ
と
会
館

　
　
　
　
　
７
月
17
日(

日
）
鰍
沢
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
７
月
30
日(

土
）
山
梨
県
立
盲
学
校
六
星
館

　
　
　
（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
）

■
申
込
方
法
　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　 

 

（
℡
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１
）

※
７
月
30
日
（
日
）
に
は
「
見
え
方
」
に
心
配
の
あ
る 

　
方
や
そ
の
保
護
者
、
支
援
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に

　
し
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　
右
記
の
問
合
先
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
７
月
17
日
～
22
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
県
立
ろ
う
学
校
幼
児
指
導
室
（
山
梨
市
大
野
）

■
対
象
児
　
０
歳
児
よ
り

■
相
談
内
容
「
き
こ
え
」
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
悩
み

　
　
　
　
　
　
や
か
か
わ
り
方
・
育
児
相
談
、
聴
力
測

　
　
　
　
　
　
定
、
補
聴
器
調
整

■
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約

　
　
　
　
　
　
し
て
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　
℡
０
５
５
３
‐
22
‐
１
３
７
８

富
士
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
ス
ク
ー
ル
子
育
て
支
援
講
座

　
「
親
子
で
わ
っ
は
っ
は
!
」

借
金
問
題
で
困
っ
て
い
る
方
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会
（
要
予
約
）



広
報
富
士
河
口
湖

　
２０

経
営
な
ん
で
も
相
談
室
（
無
料
相
談
）

税
の
無
料
相
談

「
研
究
室
公
開
　
２
０
０
５
」
環
境
科
学
研
究
所

夏
祭
り
ご
招
待

施

設

開

放

子
育
て
支
援
の
お
知
ら
せ
＝
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園

河
高
同
窓
会
記
念
講
演
会

第
10
回
は
ま
な
し
寮
夏
ま
つ
り

　
　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
０
５
５
３
‐
22
‐
６
４
１
９

　
　
　
　
　
Ｅ
メ
ー
ル
　s

o
d
a
n
@
r
o
g
a
k
o
.
k
a
i
.
e
d
.
j
p

■
日
　
時
　
７
月
21
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
４
時
半

■
場
　
所
　
都
留
市
商
工
会
館(

都
留
市
上
谷
3-

6-

38)

　
　
　
　
　
ｔ
ｅ
ｌ
　
0
5
5
4-

43-

1
5
7
0
　
　

　
　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
0
5
5
4-

45-

1
6
4
4

■
相
談
員
　
弁
護
士
、
税
理
士
、
中
小
企
業
診
断
士
、

　
　
　
　
　
国
民
生
活
金
融
公
庫

■
相
談
方
法
　
県
商
工
会
連
合
会

　
　
　
　
　
（
℡
0
5
5-
2
3
5-

2
1
1
5
）
へ
電

　
　
　
　
　
　
話
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
主
　
催
　
山
梨
県
商
工
会
連
合
会

■
日
　
時
　
７
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
４
時
半

■
場
　
所
　
東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
事
務
局

　
　
　
　
　
（
富
士
吉
田
市
下
吉
田
5
0
3
ダ
イ
ケ
ン

　
　
　
　
　
　
ビ
ル
２
階
）

■
相
談
内
容
　
消
費
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
な
ど

●
問
合
先
　
東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
事
務
局

　
　
　
　
　
（
℡
　
22
‐
８
４
８
１
）

　■
発
売
期
間
　
７
月
15
日
～
８
月
２
日

■
抽
選
日
　
　
８
月
12
日

＝
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

　
よ
い
街
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
＝

■
日
　
時
　
７
月
30
日
　
12
時
～
午
後
5
時

　
１
　
講
演

　
　
「
富
士
山
は
ど
ん
な
山
？
　
―
火
山
博
士
が
語
る

　
　
　
富
士
山
―
」

　
２
　
お
も
し
ろ
企
画
を
用
意
し
て
研
究
員
が
待
っ
て

　
　
　
い
ま
す

　
３
　
夏
休
み
こ
ど
も
相
談
室

　
４
　
富
士
山
研
究
の
成
果
も
見
ら
れ
ま
す
！

●
問
合
先
　
山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
℡
72-

６
２
１
１

　U
R
L

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
i
e
s
.
p
r
e
f
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
.
j
p

■
日
　
時
　
７
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
～
９
時

■
場
　
所
　
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
内
・
は
ま
な
し
寮
前
庭

　
　
　
　
　
（
山
梨
赤
十
字
病
院
南
隣
、
雨
天
の
場
合

　
　
　
　
　
　
は
施
設
内
）

■
内
　
容
　
模
擬
店
、
盆
踊
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
秋

　
　
　
　
　
山
登
志
夫
＆
Ｍ
Ｍ
Ｐ
）

　
　
　
　
　
市
川
大
門
花
火
師
に
よ
る
打
ち
上
げ
花
火

※
利
用
者
と
地
域
住
民
の
方
等
が
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
場

　
で
す
。
皆
さ
ん
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参

　
加
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
身
体
障
害
者
療
護
施
設
は
ま
な
し
寮

　
　
　
　
　
　
（
℡
72
‐
５
３
２
２
）

　
地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
グ
ル
ー
プ
に
幼
稚
園
の
施

設
開
放
を
毎
週
土
曜
日
開
放
し
て
い
ま
す
。
森
の
散
策
や

自
然
観
察
、
菜
園
作
り
、
ホ
ー
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
利
用

で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
恒
例
の
夏
祭
り
に
親
子
を
ご
招

待
い
た
し
ま
す
。
縁
日
・
花
火
・
バ
ザ
ー
・
出
し
物
あ

り
と
て
も
楽
し
い
手
作
り
の
夏
祭
り
で
す
。

■
日
　
時
　
７
月
30
日
（
土
）
午
後
５
時
～

■
場
　
所
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
グ
ラ
ン
ド

●
問
合
先
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
　
℡
72
‐
５
５
２
２

　
（
飲
食
の
無
料
引
換
券
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
事

前
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
締
切
り
は
、
７
月
26
日
ま
で
）

　
精
神
科
医
と
し
て
豊
富
な
臨
床
経
験
を
生
か
し
て
現

在
人
の
心
の
あ
り
よ
う
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
こ

と
に
定
評
が
あ
る
香
山
リ
カ
教
授
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。 

■
日
　
時
　
７
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
～ 

 

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
内
　
容
　
「
生
き
る
力
を
つ
け
る
処
方
箋
」

　
　
　
　
～
子
供
も
大
人
も
心
豊
か
に
生
き
る
為
に
～

■
講
　
師
　
香
山
リ
カ
教
授
（
精
神
科
医
） 

●
問
合
せ
　
富
士
河
口
湖
高
校
同
窓
会
事
務
局

　
　
　
　
　
℡
73
‐
２
５
１
１

　
当
庁
で
は
、
庁
舎
新
営
に
伴
う
仮
庁
舎
の
建
設
工
事

が
始
ま
っ
て
お
り
、
駐
車
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

８
月
上
旬
か
ら
は
、
駐
車
場
が
全
面
的
に
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　
裁
判
所
に
来
ら
れ
る
場
合
に
は
、
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
自
動
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
の
方
で
、平
成
17
年

４
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
は
、次
の
対
象
者
順
位
で

最
初
に
該
当
す
る
ご
遺
族
の
方
１
名
に
対
し
、額
面
40
万

円
、10
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
対
象
者 

 

　
１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

　
２
　
戦
没
者
等
の
子

　
３
　
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

　
　
　
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お
り
、
か

　
　
　
　
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
方
）

　
４
　
右
記
３
以
外
の
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　

　
　
　
④
兄
弟
姉
妹

　
５
　
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族
（
戦

　
　
　
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生

　
　
　
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）

◇
請
求
期
限
　
平
成
20
年
３
月
31
日

◇
請
求
方
法
　
富
士
河
口
湖
町
役
場
　
福
祉
推
進
課
　
窓
口

◇
問
合
せ
先
　
①
町
役
場
　
福
祉
推
進
課
　

　
　
　
　
　
　
　
℡
（
直
通
）
72-

６
０
２
８

　
　
　
　
　
　
②
国
保
援
護
課
救
護
恩
給
担
当
　

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５-

２
２
３-

１
４
５
４

市
町
村
振
興
宝
く
じ

　
　
　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

甲
府
地
方
・
家
庭
・
簡
易
裁
判
所

甲
府
検
察
審
査
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
様
へ
　

　
＝
第
八
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
＝


